
新
潟
・ユ則
滞
竺
南
迫退
誅
´

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
和
川
字
前
波

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
―
八
月
、

一
一　
二
〇
〇
七
年
四
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
∽
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
春
日
真
実
、
二
　
石
川
智
紀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
一　
集
落
跡
、
二
　
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

前
波
南
遺
跡
は
、
前
川
右
岸
の
海
岸
砂
丘
と
丘
陵
間
の
沖
積
低
地
に
立
地
し
、

標
高
約
四
ｍ
。
古
墳
時
代
と
古

代
を
主
体
と
す
る
溝
、
ピ
ッ
ト
、

杭
、
旧
流
路
な
ど
を
検
出
し
た
。

居
住
の
痕
跡
は
検
出
で
き
な
か

っ
た
が
、
古
墳
時
代
や
古
代
に

お
け
る
低
地
や
河
川
の
利
用
方

法
の
一
端
が
窺
え
る
。

木
簡
は
各
年
度

一
点
ず
つ
出

土
し
た
。
二
〇
〇
六
年
度
調
査

に
お
い
て
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
わ
た
つ
て
形
成
さ
れ
た
旧
流
路
か
ら

一
点
、

二
〇
〇
七
年
度
調
査
に
お
い
て
、
溝

（Ｓ
Ｄ
こ

が
調
査
区
中
央
の
旧
流
路
と

合
流
す
る
付
近
か
ら

一
点
、
計
二
点
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

二
〇
〇
六
年
度
調
査

ω

　

「出
雲
同
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μｅ

溢
斐
囀
ｏ毬

上
端
は
山
形
で
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
人
世
紀
後
半
―
九
世
紀
の
土
器
と
と

も
に
出
上
し
た
。

一
一　
二
〇
〇
七
年
度
調
査

⑪

　

「出
雲
真
山
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸『受
〕契
∞
８
Ｐ

ス
ギ
材
を
板
目
取
り
し
た
も
の
で
、
長
方
形
の
材
の
左
右
を
削
り
、
下
端
を

鋭
角
に
尖
ら
せ
る
。
「出
雲
真
山
」
は
人
名
か
。
「出
雲
」
の
字
体
は
、
福
井
県

越
前
町
田
中
遺
跡
出
土
墨
書
土
器

（九
世
紀
前
葉
）
の

「出
雲
」
に
似
る
。
当

木
簡
も
平
安
時
代
の
所
産
か
。
伴
出
し
た
木
材
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結

果
か
ら
も
古
代
に
帰
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
田
中

一
穂
氏
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
の

森
田
喜
久
男
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
一
般
国
道
８

号
　
糸
魚
川
東
バ
イ
パ
ス
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
　
一ハ
反
田
南
遺
跡
　
一副
波

南
遺
跡
』
谷新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
二
〇
二
、
二
〇
〇
八
年
）

（春
日
真
実
・
石
川
智
紀
）

木

簡

研

究

第
乗

号

巻
頭
言
―

『全
国
木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧
』
刊
行
に
寄
せ
て
―
　
小
林
昌
二

二
〇
〇
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十

一
坪
　
平
城
京
跡
右
京
北
辺
　
平
城
京
跡
右

京
四
条
二
坊
二
坪
　
法
華
寺
　
旧
大
乗
院
庭
園
　
藤
原
京
跡
　
石
榊
遺
跡
　
飛
鳥

寺
南
方
遺
跡
　
鳥
羽
遺
跡

・
鳥
羽
離
宮
跡
　
東
福
寺
常
楽
庵
庫
裏
　
中
世
勝
龍
寺

城
跡
　
難
波
宮
跡
ω
　
難
波
宮
跡
②
　
大
坂
城
跡
　
九
頭
神
遺
跡
　
奈
良
井
遺
跡

玉
櫛
遺
跡
　
久
宝
寺
遺
跡
　
兵
庫
津
遺
跡
　
玉
津
田
中
遺
跡
　
北
村
廃
寺
　
有
岡

城
跡

・
伊
丹
郷
町
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
対
中
遺
跡
　
入
佐
川
遺
跡
　
清

洲
城
下
町
遺
跡
　
大
毛
沖
遺
跡
　
土
橋
追
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　

永ヽ
福
寺

跡
　
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
　
水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川
屋
敷
跡

（春
日
町
遺
跡
第
Ⅶ
地

点
）

旗
本
岩
瀬
家
屋
敷
跡

（新
諏
訪
町
遺
跡
）

立嘔
泉
寺
町
遺
跡
　
台
東
区

晩
６８
遺
跡
　
馬
場
下
町
遺
跡
　
一死
町
二
丁
目
遺
跡
　
神
明
遺
跡
　
北
島
遺
跡

（第

一
九
地
点
）

松
本
城
下
町
跡
六
九
　
松
本
城
下
町
跡
宮
村
町
　
樺
崎
寺
跡
　
荒

田
目
条
里
制
遺
構
　
門
田
条
里
制
跡
　
東
高
久
遺
跡
　
荒
井
猫
田
遺
跡
　
河
股
城

跡
　
仙
台
城
跡

（
二
の
九
地
区
）

竹
ノ
内
遺
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
長
徳
寺
前
遺

跡
　
古
志
田
東
遺
跡
　
大
在
家
遺
跡
　
山
形
城
跡
　
新
谷
地
遺
跡
　
龍
門
寺
茶
畑

遺
跡
　
観
音
堂
遺
跡
　
新
田
全

）
遺
跡
　
津
軽
氏
城
跡

・
弘
前
城
跡
　
本
町

一
丁

流醍勤務略
蛎隊
刺離闘
　鞘創
畦鋤
跡　脇
脚鉢
肺離
廟　麟加勃
剃跡　膨

橋
金
広

。
中
馬
場
遺
跡
　
小
出
城
跡
　
下
前
川
原
遺
跡
　
道
端
遺
跡
　
主目
田
遣
跡

米
子
城
跡
２．
遺
跡
　
米
子
城
跡
　
才
ノ
峠
遺
跡
　
青
木
遺
跡
　
鹿
田
遺
跡
　
尾
道

遺
跡

（
Ｋ
Ｇ
〇
七
地
点
）

周
防
国
府
跡
　
長
門
回
分
寺
跡
　
長
門
回
府
跡

（宮

の
内
地
区
）
　

徳
島
城
下
町
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
敷
地
追
跡
　
一島
松
城
跡
側

（東

ノ
丸
地
区
）
　

一局
松
城
跡
②

（丸
ノ
内
地
区
）

一島
松
城
跡
③

（松
平
大
膳
家
中

屋
敷
跡
）
　

雨
窪
遺
跡
群
　
小
倉
城
跡
　
在
自
西
ノ
後
遺
跡
　
牟
田
口
遺
跡
　
炉

粕
町
遺
跡

（長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
）
　

北
島
北
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
二
六
）
　

平
城
宮
跡
　
払
田
柵
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（七
）

山
田
寺
跡

（第
五

，
一
二

・
一
三
号
）
　

宮
内
黒
田
遺
跡

（第
二

一
号
）

弥
勒
寺
西
遺
跡

（第
二
五
号
）
　

安
芸
国
分
寺
跡

（第
二
四
号
）

中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
語
木
簡
―
そ
の
特
徴
と
再
利
用
―
舘
野
和
己

・
武
内
紹
人

木
に
記
さ
れ
た
暦
―
石
神
遺
跡
出
土
具
注
暦
木
簡
を
め
ぐ

っ
て
―
　
　
　
竹
内
　
一元

文
字
の
形
と
語
の
識
別
―

「参
」
の
二
つ
の
字
形
―
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
祐
子

書
評
　
平
川
南
著

『古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘
江
宏
之

新
刊
紹
介
　
木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
街
集
成
』
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
和
哉

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円

二(1)赤外




